
 

 
 
 
 
 

 

 
 

取り扱い説明書 
 
 
 
 



はじめに 

ワイドスプレッダーをトラクターへ装着、使用する前に必ずこの取扱説明書を熟読して

ください。これにより、本機の正しいセッティングが可能となり、本機のもつ性能を充

分に発揮できると共に、安全な作業が行えます。 

もし、不明な点がありましたら、購入されたディーラーご担当者か弊社係員までお問い

合わせください。 

 

注意：本説明書にある「安全」に関わる注意を無視した場合、重大な事故につながる危

険性があります。｢安全｣作業は全てにおいて優先してください。 

 

注意：安全に関わるステッカーが各部に貼付してあります。 

イラスト＋日本語補助ステッカーの内容を確認し、安全作業を心がけてください。 



 
 
安全ステッカーとその内容 
 
1. 機械の調整・点検をする時はﾄﾗｸﾀｰのｴ
ﾝｼﾞﾝを切ってｷｰを抜き取ってください。

ｴﾝｼﾞﾝが回ったままでの作業はﾄﾗｸﾀｰや

機械が急に動き出して大変危険です。 
 
2. 作業機をﾄﾗｸﾀｰに接続するときは機械
とﾄﾗｸﾀｰの間の危険地帯に入らないで

ください。ﾄﾗｸﾀｰと機械に挟まれて危険

です。 
 
3. ﾄﾗｸﾀｰのｴﾝｼﾞﾝを切っていても油圧は残
っています。残圧などによって上から

部品が落ちてこないように注意してい

てください。 

 
 
 
4. 機械を正常に使用していても小石や異
物が飛んでくることがあります。作業

範囲には誰も入り込まないようにして

ください。 
 
5. 機械稼働部分に手を近づけないでくだ
さい。挟まれたり巻き込まれたりして

危険です。 
 
6. 機械はすぐには止まりません。回転部
分などが完全に停止するまでは機械に

近寄らないでください。 
 
7. 機械を吊り上げるときは必ず吊り上げ
ﾎﾟｲﾝﾄを吊ってください



技術仕様書          

  ROXL ROXL ＲOXL ROXL 

型式   1500 2150 2800 3450 

      

ﾎｯﾊﾟｰ容量（ℓ）  1500 2150 2800 3450 

      

肥料投入高さ（cm） 110 129 148 167 

      

ﾎｯﾊﾟｰ幅（cm）  269 269 269 269 

      

機械重量（kg）  515 545 575 605 

      

最大積載重量（kg） 3900 3900 3900 3900 

          

全機種共通仕様書        

散布量(kg/min)  10～280 

散布幅(m)  12, 15/16, 18, 20/21, 24, 27/28, 30, 32/33, 36, 39, 42, 45 

ﾘﾝｹｰｼﾞ  CAT.Ⅱ 

PTO 回転数(rpm)  440 - 640 

散布パターン 

 散布幅 24m までは、左右対称の二等辺三角形の散布パターンとなり、往復で全幅を

重ね合わせする散布方法です。 

 27m 以上の散布が可能な肥料については、台形パターンで両端部のみを重ね合わせ

し散布します。 



 
作業準備および調整 
 
ﾄﾗｸﾀｰへのマッチングﾞ 
本機はﾄﾗｸﾀｰの 3 ﾎﾟｲﾝﾄﾘﾝｹｰｼﾞに直装して使

用します。ﾘﾝｹｰｼﾞへの接続は CATⅡﾋﾟﾝ(①)

を使用します。ﾄﾗｸﾀｰ側のﾎﾞｰﾙを適切なもの

に交換しておいてください。 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰをﾘﾝｹｰｼﾞｱｰﾑ(②)に接続して
ください。通常は上位置、ハイリフト

作業を行う場合は下で使用します。 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰにﾄｯﾌﾟﾘﾝｸ(③)を接続してく
ださい。 

 横方向の遊びを制限するために、ｽﾀﾋﾞ
ﾗｰｻﾞｰﾛｯﾄﾞ(④)やﾁｪｰﾝを使用してくだ

さい。横方向の遊びは 5cm 未満にして

ください。 

 

 

 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ装着時 PTO ｼｬﾌﾄは必ず最後に
接続してください。また、機械を外す

時 PTO ｼｬﾌﾄは必ず最初に外してくださ

い。 

 外した PTO ｼｬﾌﾄは必ずﾌﾞﾗｹｯﾄに置くよ
うにしてください。 

 

必要な時はﾄﾗｸﾀｰにｳｪｲﾄ(⑤)を添加してく

ださい。ﾎｯﾊﾟｰ内が満載の場合ﾌﾛﾝﾄﾀｲﾔの接

地圧が極度に低下することを忘れないでく

ださい。



 
PTO ｼｬﾌﾄの切断 

 
PTO ｼｬﾌﾄの長さを決めるためにｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰは

ﾄﾗｸﾀｰに接続しておいてください。 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰの入力軸とﾄﾗｸﾀｰの出力軸が
一直線になる位置(①)にﾘﾌﾄを調整し

ます。PTO ｼｬﾌﾄ伸縮部分を抜いた状態

で入出力軸それぞれにｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞを装着

して横に並べてみます(②)。ｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯ

ﾁは必ず機械側に装着してください。 

 ﾁｭｰﾌﾞのｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟが出来るだけ多くな
るようにしてください、ただしｸﾘｱﾗﾝｽ

は最低でも 40mm 以上、ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟが

300mm 以上になるように PTO ｼｬﾌﾄを切

断してください。 
 
注意：PTO ｼｬﾌﾄの屈折角度(④)は 30°を

超えてはいけません。よってｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰを上

下させる時は必ず PTO を止めてください。 

ｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯﾁの点検 
 
PTO ﾌﾞﾚｰｷを装着したﾄﾗｸﾀｰで使用する場合、

本機を破損から守るためにｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯﾁが標

準装備されています。定期的にｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯﾁ

が正しく作動するか確認してください。ｽﾘ

ｯﾌﾟｸﾗｯﾁが作動するﾄﾙｸは 400Nm です。ﾄﾙｸﾚ

ﾝﾁなどで点検してください。ｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯﾁのｽ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞ長さ(⑬)が 26mm にｾｯﾄしてください。 

 
注意：PTO ｼｬﾌﾄに亀裂などが発生していな

いことを確認してください。 

 

注意：ｽﾘｯﾌﾟｸﾗｯﾁの点検をするのにﾄﾙｸﾚﾝ

ﾁを持っていない場合、最寄りの整備工場に

依頼してください。



 
水平位置の調整 
 
正しい散布ﾊﾟﾀｰﾝを得るためにもｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰ

は地面に対して水平になるように調整して

ください。 

 ﾄﾗｸﾀｰのﾘﾌﾄﾛｯﾄﾞﾊﾝﾄﾞﾙ(③)で左右ﾛﾜｰﾘﾝ
ｸの高さを均一にします。 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰの地上高さ(④)が 75cm にな

るようにﾛﾜｰﾘﾝｸを調整します。 

 ﾄｯﾌﾟﾘﾝｸでﾎｯﾊﾟｰが水平(②)になるよう
に調整します 

 肥料満載状態で再度この調整を実施し
てください。 

 27m を超える散布幅、麦の追肥作業な
どには、本機付属の角度ゲージ⑤を参

考に、本機を 8 度前傾させて、散布を

行います。 

散布準備 
 
正確な散布設定をするために、下記の情報

が必要です。 
 適切な散布表の選択 
 希望する散布量 
 作業幅 
 作業速度 
上記情報が集められたら散布表を用いて調

整を行います。 
注意：散布表で得られた値と実際の作業の

値は異なることがあります。常に肥料のｻﾝ

ﾌﾟﾘﾝｸﾞをして適切な散布表を使用してくだ

さい。 
 
注意：ｾｯﾃｨﾝｸﾞが正しいかどうか確認する

ために、ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾃｽﾄを実施してくださ

い。

⑤



 
 
 
 
 
 
 
 

作業幅 
高速 PIC 軸 

散布幅の調整はセンターギアボックスの PIC 軸の選択と

PTO 回転数でディスクスピードを変化させ実施します。下

の表は散布幅を基準とした低/高速 PIC軸の回転数とそれ

に伴うディスクスピードを表記しています。表を参考に、ご

希望の散布幅に適したPIC軸とPTO回転数を設定してくだ

さい。 

 
 

ディスクスピード 
（ｒｐｍ） 

低速 PIC

（ｒｐｍ

18 

20-21 ― 

950 24-45 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例：散布幅 18ｍ ディスクスピード 750rpm 

① 低速 PIC 軸の場合 PTO 回転数 570rpm 
② 高速 PIC 軸の場合 PTO 回転数 420rpm 

 
 
 
 
 
 
 
 

注意：必要なディスク回転数は散布表の一番上の欄

に記載されています。 

注意：トラクターの PTO 回転数は実際にシャフト部分

で測定して確認してください。 

注

も

 
 
 
 

低速 PIC 軸 

軸 

） 

525 

470 

420 

― 

― 

高速 PIC 軸 

（ｒｐｍ） 
作業幅 
（ｍ） 
10-12 
540 
410 
15-16 
600 
460 
750 
570 
840 
― 
意：肥料は左右と同じ距離だけ後方に

飛ばされます。 
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散布量の調整 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
散布量は両ユニットの 0-90 の目盛りに合

わせてノブをセットします。 

また、ノブ自体にも 0-5 の微調整用の目盛

りがついています。 

 
 
 

 

散布パターンの調整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
散布量＋散布幅をセットすると共に、肥料

の排出タイミングを調整してください。 

１．グリップを引っ張り、A-U のアルファ

ベットに合わせます。 

２．グリップを戻し、確実にロックされた

ことを確認して下さい。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ノブ先端のロックを緩めます。 

２．上部目盛り＋ノブ目盛りを組み合わせ、

規定値にセットします。 

３．ノブ先端のロックで固定します。 

 

 

 

 

微量散布の調整例 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
散布パターンレバーの上にあるのが｢微量

散布レバー｣です。 

毎分散布量 70kg/min の場合に使用します。 

通常作業では左側(点線位置)で使用します

が、右位置(矢印)で使用することにより、3

つあるシャッター穴の 2 つを塞ぐことがで

きます。 

１．グリップを引っ張り、右側の▽位置に

合わせます。 

２．グリップを戻し、確実にロックされた

ことを確認してください。 

 
 

 

 



  

 

 

散布表に該当する肥料の記載がない場

 散布表の見方 （例） 
肥料タイプ NPK    比重

肥料チェッカー割合：0%-3

散布量：300kg/ha  散布

作業速度：8km/時 

肥料チェッカーの使用方法 
合、肥料チェッカーで類似の肥料を探し

ます。 

1. チェッカーの蓋を開け 4.75 ㎜のマ

スに肥料を入れます。 

2. 蓋を閉じてチェッカーを横にして振

ります。 

3. 各マスに残った肥料の割合が最も

近い肥料のデータを散布表から流

用します。 

：1.07 

2%-63%-5% 

幅：18m 

作業前の設定 （例） 
1. 
 
2. 

 
3. 散布量目盛り：42+0 

散布パターン目盛り：P 

PIC 軸：低速 
例 0-30-65-5

Vicon Japan
四角形

Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形


Vicon Japan
四角形




 微量散布のセッティング-1 

 

微量散布の散布表 

散布表上の[Fine application kit]欄に Yes

表示があるのが「微量散布」散布表です。 

例）肥料タイプ：ペレット 比重：0.75 

肥料チェッカー割合：0-100-0-0 

散布量：10kg/ha 散布幅：24ｍ 

作業速度：8 ㎞/時 PIC 軸：高速 

微量散布のセッティング-2 

注意：作業前は必ず「キャリブレーションテスト」を

注意：肥料は生産ロットにより、同じ種類の肥料

す。最終項目にあるように、時々、「公式テストキ

勧めします。詳細は、お買い上げの弊社特約店に
通常の散布表と同様に、散布幅（24m）⇒

PIC 軸（高速）⇒作業速度（8km/時）⇒散布

量（10kg/ha）⇒散布パターン（A）⇒散布量

ノブ（12+1）が求められます。 
通常の散布表での換算 

散布表上の[Fine application kit]欄にＮo 表

示がある通常の散布表を使用します。 

例）肥料タイプ：NPK 比重：1.07 

肥料チェッカー割合：0-32-43-5 

散布量：160kg/ha＝38kg/min（＊） 

散布幅：18ｍ 作業速度：8 ㎞/時  

PIC 軸：低速 

＊毎分散布量が 70kg 以下のため、微量散

布セッティングを行います。 

1. 散布パターンは通常通り：P 

2. 散布量はシャッター穴を 2 つ閉じている

ため、毎分散布量（38）を 3 倍し、38×3

＝114 に近い（117）欄を参考に、散布

量ノブ目盛り（54+0）を求めます。 

実施してください。 
であっても、粒形などが異なる場合がありま

ット」による、散布テストを実施することをお

お問い合わせください。 



キャリブレーションテスト 

 

散布表は良質の肥料と最新の設備を用いて作

られたものです。実作業においては本機がこ

の散布表のﾃﾞｰﾀを割り出した条件とは異なっ

ているので、それらの差を補正する必要があ

ります。 
 
危険！：肥料をﾎｯﾊﾟｰに投入する前に肥料の

注意書きを良く読んでください。必要なら防

護服を着用してください。 
 
ｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝﾃｽﾄは左側のﾃﾞｨｽｸで行います。 

１．右側ﾃﾞｨｽｸのﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄのｺﾈｸﾀｰを外し、

ｼｬﾌﾄを縮めたﾎﾟｼﾞｼｮﾝで固定します。 
２．右側の散布量ノブを 0-0 にします。 
３．左側ﾃﾞｨｽｸから散布ﾍﾞｰﾝを取り外します。

４．左側ﾃﾞｨｽｸ下のサポートにｺﾝﾃﾅｰを引っ掛

け、ディスクに接触しないことを確認の

上、ロックします。 

５．散布表本より肥料の種類と作業幅に合っ

た表を選びます。 

６．散布表より作業速度、散布量(kg/ha)を選

びます。 

７．表を参考に、散布量ノブを設定します。

８．肥料をﾎｯﾊﾟｰの半分位入れてください。 
９．トラクターエンジンを掛け、PTO スイッチ

を入れ、540rpm まで上げた時点で、1 分

間シャッターを開けてください。 
１０． 1 分経過後ﾃﾞｨｽｸを閉じ、ｺﾝﾃﾅｰに集ま

った肥料の重量を計ります。 

１１． その数値に 2 を掛けます、これで実

際の機械の散布量(kg/min)が得られまし

た。 
 散布量が多い場合は、テスト時間は 30 秒
でも構いません。その際は、実際重量に 4

を掛けます。 
 もし、当初セットの毎分散布量⇔実際重
量から表で得られる毎分散布量に差が出

た場合、その差に応じ、散布ノブ目盛を

増減し、再度テストを行ってください。

 

注意：ﾎｯﾊﾟｰに新たに投入された肥料は排出

されにくくなります。正確な結果を得るため

に 5秒間程度仮排出することを勧めます。 

 

コンテナサポート 

コネクター 

コンテナ 

ロック



 
 

注意：ﾎｯﾊﾟｰに肥料が入った状態(1)で保管

しないでください。ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰが部分的に充

填された状態で地上に置いてﾃﾞｨｽｸを回さ

ないでください、ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞﾌﾞｯｼｭ(2)を破

損します。同様の理由により、運送時も必

ずﾌﾚｰﾑ部分をﾀｲﾀﾞｳﾝするようにし決して

ﾎｯﾊﾟｰをﾀｲﾀﾞｳﾝしてはいけません。 
 
 

肥料の投入 

 肥料は本体を中に浮かせた上で、行っ
てください。 

 ﾎｯﾊﾟｰに肥料を投入する前にﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟ
ﾚｰﾄをﾄﾗｸﾀｰの油圧操作により閉めてく

ださい。 

 散布作業直前に肥料をﾎｯﾊﾟｰに投入し
てください。 

 左右均等に肥料を投入してください。 
 肥料の投入は圃場で行ってください。
圃場への移動中に肥料が飛散してしま

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイドスプレッダーでの作業 

 

 ｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰを適切な高さにし、前後及び
左右の水平度を調整してください。 

 PTO を徐々に 540rpm に上げてください。 
 肥料の粉状化を防ぐために、ﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟ
ﾚｰﾄが閉じている時は PTO を回さない

ようにしてください。 
 ﾄﾗｸﾀｰが走り出してからﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄ
を開けるようにし、PTO 回転数を一定

に保って作業してください。 

 

散布作業中に散布量を調整したい場合、作

業速度で調整してください。 

 

 速度を上げる=散布量が減る 
 速度を下げる=散布量が増える 
 

PTO 回転数を一定に保つために、速度の変

更はｷﾞﾔｰﾁｪﾝｼﾞでのみ行ってください。 
 
注意：土壌条件が変わってくるとﾀｲﾔのｽﾘ

ｯﾌﾟなどによって作業速度(=散布量)に影響

を及ぼします。

注意：肥料の投入はｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰを必ず地面

から浮かせて実施してください 



 
 
 
 
 
 
 

圃場の際に沿って片側散布を行う場合、別

売のボーダープレートを使用します。プレー

トの前後設定で 10-18ｍと 20-45ｍの散布

幅を選択します。散布量が濃い場合は X 方

向に、散布量が薄い場合は Y 方向にプレー

トを調整します。 

ボーダープレート（オプション品） 
コネクター 
 
 
 
 
 

1.右側ディスクの散布量ノブを 0-0 にセット

し、右側ディスクシャフトの 

コネクターを外し、駆動を解除します。 

2.ボーダープレートを装着します。＊ベーン

がプレートに接触しないようにしてください。

3.散布量・幅などは通常にセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

10‐18m 散布時のプレート位置 

ボーダープレート 

 
畑端（ボーダーライン） X⇔Y の調節 

畑端まで散布が届い
いない場合はプレー
を Y方向に調節 

理想的な畑端散布 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

20-45m 散布時のプレート位置
て
ト

散布が畑端を跳び越え
てしまう場合はプレート
を X方向に調節 



 以下、下図を参考に作業を行います 

 A: スプレーヤーなどのトラムラインを使用 
・ 畑端約 2ｍの位置でプレートを装着して PTO400rpm で散布 
・ プレートを外し、最初の畦を 540rpm で散布 
・ 右側ディスクの散布量/駆動をセットし通常の散布作業。 
B: 通常の畑端散布 
・ 畑端約 2ｍの位置をプレートを装着して PTO400rpm で散布 
・ プレートを外し、右側ディスクの散布量/駆動をセットし通常の散布作業。 

 

②

①
③

③

ボーダープレートを使用しての作業 
・ 圃場の末端にできる限り近づいてから(①)メータリングプレートを閉じて散布を停止し
てください。 

・ ディスクは回転したままにしてください。 
・ 旋回して圃場の端から設定した作業幅と同じだけ前進した位置(②)でメータリングプ
レートを開けます。 

・ 最後に(または最初に)片方のディスクを閉じ、ボーダープレートを装着して畑端(③)を
散布します 



 トリムフロー（オプション品） 

オプションのトリムフローはトラクター外部油圧

(単動)により、通常作業⇔境界線散布作業の切

り替えが可能です。 

• 散布表を参考に、トリムフローの目盛り調

整、PIC 軸/PTO 回転数をセットしてくださ

い。＊散布表に記載がない場合は、弊社代理店

までご相談ください。 

• 本体のシャッター目盛りなどは調整不要 

• 最初のトラムライン通路、もしくは、畑端か

ら散布幅の半分の位置を走行してくださ
各数字の間の目盛りが“A” 

い。 

• 左回りで作業してください。 

散布表を利用してのセッティング 
散布表に「トリムフロー」のセッティング方法が

記されている肥料は下記の方法で設定してく

ださい。 

 

用水などがあり、畑の外に散布できない場合

には、ECO モードを参考にしてください。 

例）左表①  

PIC 軸：低速 

PTO 回転数：475rpm 

トリムフローレバー：5Ａ  

 

トラムライン作業など、正確な重ねあわせが

必要な場合、Yield モードを参考にします。 

例）左表② 

PIC 軸：低速 

PTO 回転数：570rpm 

トリムフローレバー：5A 

② ① 



 
 
トリムフローを使用しての作業 
 
 

 圃場の端から作業幅×1/2 の位置(①)
でシャッターを閉じて散布を停止しま

す。 

 ﾃﾞｨｽｸは回転させたままにしておいて
ください。 

 旋回して圃場の端から作業幅×11/2 の
位置(②)まで前進し、そこでシャッタ

ーを開けて散布を開始します。 

 最後に(または最初に)チルトシリンダ
ーでｽﾌﾟﾚｯﾀﾞｰを傾け、圃場端から作業

幅×1/2 の位置(③)を走行し境界線の

散布します。 
 もしくは、トリムフローを作業位置に
おろし、境界線散布を行います。 



 

日常の清掃 
作業後毎回ホッパーを空にしてください。もし少

しでも肥料が残っている場合はキャリブレーショ

ンコンテナーを使ってホッパーを空にしてくださ

い。ホッパー内をきれいな水で洗浄してくださ

い。機械が完全に乾いてから磨耗して金属が露

出している部分などに防錆油を塗布してくださ

い。またギアボックスのベアリング上部にもオイ

ルを塗布しておいてください。 

機械の清掃および点検 

注意：高圧洗浄器を使用する場合、シール

リング部は 3bar 以上の水圧で洗わないでく

ださい。 

危険！：スプレッダーを点検または修理す

る前にトラクターのエンジンを切ってくださ

い。溶接をするときは機械を完全に洗浄し

てから行ってください。肥料はホッパーに残

っていると爆発する場合もあります。 

PTO シャフト 

グリスアップを 8時間毎に実施してください。 

• 両端スパイダー部 

• チューブスライド部 

スリップクラッチのクラッチ板の磨耗なども定期

的に点検してください。 

グリースニップル 

ディスク駆動シャフトのコネクター 

両ディスク駆動のコネクターがスムーズにスライ

ドするよう、オイルを塗布してください。 

• 始動後 10 時間 

• 100 作業時間毎 
グリース 



 駆動部へのグリスアップ 

各ディスクのアジテーターシャフト 2 箇所に毎日

作業前にグリスアップを実施してください。 

各シャッター開閉油圧シリンダーに毎日作業前

にグリスアップを実施してください。 

センターギアボックス 
センターギアボックスは2つのギアボックスで構

成されています。各ギアボックスのグリス量は

0.25 ㍑です。グリス量の確認は毎日実施してく

ださい。グリスの交換は始動後 10 時間、その後

100 作業時間/毎シーズン実施してください。 

 

MILL-L-2105C API-GL5 SAE80W-90 
                   0.25 ㍑/ギアボックス 

ディスクギアボックス 
各ディスク下のギアボックス内にはグリスが充

填されています。給油口の35㎜下まで入ってい

るのが正常です。 

100 作業時間毎/毎シーズンで交換してくださ

い。 

 

EP00/000 グリス 1.5 リットル/ギアボックス 
 

ジ 
グリスゲー



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディスチャージカップの点検 

ディスチャージカップと散布ディスクの間隙が 1.0mm であることを確認してください。 

大きく広がりすぎていると、隙間から肥料がこぼれる恐れがあります。 

ディスクと干渉しているようであれば、作業機を破損させる恐れがあります。 

注意！ 間隙が 1.0mm 以上ある場合は、作業機をトラクター装着し、作業高さ(地面から 75cm)まで上げた状態で調整

してください。 

作業高さにしたら、トラクターのエンジンを切り、イグニ

ッションキーを抜きパーキングブレーキをかけます。 

 

作業機が落ちてこないように図のようにロアリンクの箇

所にサポートを入れておきます。 

 

 

 

 

 

 

ディスクとカップの間隙を確認します。 

 

間隙が正規でない場合、以下の方法で調整を行います。 

図の 3 点のノブを外し、ガードを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 つのナットを少し緩め、カップが多少動けるようにします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナットを緩めたら、カップに 3 本の六角ボルトがあるので、

これらを緩めることでカップが昇降するようになります。 

 

 

カップを昇降させ、間隙を 1mm に調整してください。 

 

調整後は 3 本の六角ボルトを締めこみカップを固定し、4

つのナットを締め、固定します。 

 

注意！六角ボルトは図のようにプラスチックフレームにき

ちんと入る場所で固定してください。左右にずれがあると、

作業機を破損させる恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

4 つのナット固定後にアジテータシャフトが中心にあるこ

とを確認し、カバーを取り付けてください。 

 



ﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄの開度点検 
 

 

 ﾄﾗｸﾀｰ油圧を用いてﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄを閉
じます。 

 ﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄはほんの少しだけ空いた
状態が正常です。もし図のようになっ

ていなかったら、調整する必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

 

注意！：メタリングプレートの調整は、ト

ラクターのエンジンを止め、キーを抜き、

駐車ブレーキをかけ実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 散布量ノブを 0-0 に設定します。 
 シャッターの油圧シリンダーの取り付
けブラケットの固定ボルトを緩め、上

記の正規状態に合わせ、固定します。 

 同時にﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄ左右の差も確認し
てください。 

 トラクターのエンジンを掛け、油圧を
作動させ、数度シャッターの開閉を行

い、位置が正しいか再度確認します。 

 調整ﾉﾌﾞを 36-0 に設定し、ﾄﾗｸﾀｰ油圧

でﾒｰﾀﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄを開けます。左右の差

が 0.5mm 以上あってはいけません。

正常：僅かに隙間有り 



肥料排出ﾀｲﾐﾝｸﾞ調整機能の点検 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

両側のﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞｶｯﾌﾟ位置を点検し調整し

ます。必要に応じて以下を実施します。 

 

 肥料散布パターン調整ﾚﾊﾞｰを Q の位置
に合わせます。 

 ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞｶｯﾌﾟの周りにワイヤーを巻
き付けます。(上図) 

 ワイヤーとﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞｶｯﾌﾟ開口部の間
隔が 109mm が正常です。 

 

もし、109mm 以上/以下の場合ー 

 ロックナットを 4 本緩め、メタリング
プレートを回転させ、正規位置に合わ

せます。 

 調整後、ロックナットで完全に固定し
ます。 

 

この調整は左右同じように実施してくださ

い。

 

ロックナット
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アジテーター部の点検・補修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：本機の点検・補修を行う場合には、

手袋など肥料に触れても大丈夫な準備

の上で実施してください。 

 
 アジテーター軸部には、肥料のコボレ
をふさぐ目的で、プラスチックリング

が施されています。 

 シールは毎シーズン、もしくは 100

時間毎に交換してください。 

 交換は、ホッパー内、および散布部の
清掃を行った上で実施してください。

 
実施要領 
1. 散布量ノブを 90-5 にセットして
下さい。 

2. 通常作業モード(微量散布で無い
事)にレバーを合わせます。 

3. トラクターのエンジンを掛け、シ
ャッターを開きます。 

4. エンジンを止め、キーを抜きま
す。 

5. アジテーターを軸から外します。
6. シールリングのボルト 3 本を外

します。 

7. メタルシールリングを外します。
8. プラスチックシールを交換しま
す。 

9. 逆の順序で、メタルリング⇒アジ
テーターを再び取り付けます。 

10. 作業後は、各部の接触が無い事、
シャッター開閉などに支障が無

いか確認してください。 

アジテータ

メタルシール 

プラスチックシール



参考：公式キットを使用しての肥料散布テスト 
低散布幅 

参考：肥料散布テスト 

肥料状態、生産ロットにより差がでる場

合があるので、公式テストキットで散布

パターンを確認する事をお勧めします。

 

注意：肥料チェッカーを持っていて肥料

の比重が分かっていれば散布表から正

しいセッティングを得ることができます。

散布テストを実施する場合もこのセッテ

ィングから開始してください。 

 

例）ヨーロッパ公式テストキットの内容。

・ 肥料採集コンテナー(①)×7 枚 

・ 肥料採集グリッド×7個 

・ 試験管(②)×7 本 

・ ファンネル(③)×1 個 

 

注意：散布パターンは気象条件に影響

を受けます。散布テストも同様に気象

条件に影響を受けます。 
高速 PIC 軸
低速 PIC 軸
ディスク回転数 高速 PIC 軸 速 PIC 軸

 

テスト条件 

・ トラクターの PTO 回転数を確認してくだ

さい。 

・ 散布幅に応じて、センターギアボックス

の PIC 軸を選択してください。 

・ 作業機がトラクターに正しく接続されて

いるか確認してください。 

・ 風速が秒速3ｍ以下であることを確認し

てください。 

・ 雨または湿度が高いときはテストを実

施しないでください。肥料が固まってし

まいます。 



 
 
散布ﾃｽﾄ手順 

 ｺﾝﾃﾅｰにｸﾞﾘｯﾄﾞ(格子)を入れてくださ
い 

 ｺﾝﾃﾅｰ#1 をﾄﾗｸﾀｰが通過するところに置
き、ｺﾝﾃﾅｰ#7 を次にﾄﾗｸﾀｰが通過すると

ころに置きます。 

 あとの 5 枚のｺﾝﾃﾅｰを#1 と#7 の間(①)
に均等に並べます 

 ｺﾝﾃﾅｰの手前数ﾒｰﾄﾙの所から散布を開
始して通過します。 

 もし作業幅が 18m に設定されていれば
ｺﾝﾃﾅｰを通過して 18ｍ未満では停止し

ないでください。 

 旋回してｺﾝﾃﾅｰ#7 を通過します。同様
にｺﾝﾃﾅｰ通過後 18m 未満では停止しな

いでください。 

 ﾌｧﾝﾈﾙを用いて各ｺﾝﾃﾅｰに溜まった肥料
をﾒｼﾞｬｰﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞに入れます(②) 

 ｽﾌﾟﾚｯﾃﾞｨﾝｸﾞﾊﾟﾀｰﾝを読み取ります 
 

 

 

 

 

 

 

注意：ｺﾝﾃﾅｰﾃｽﾄは少なくとも 250kg/ha

の散布量で実施してください。これ以上少

ない場合はﾃｽﾄを数回繰り返してｺﾝﾃﾅｰに

肥料が溜まるようにしてください。 

 

散布ﾊﾟﾀｰﾝの評価 
ﾁｭｰﾌﾞに肥料のばらつきが平均より 15%以上

逸脱していてはいけません。 

 

(③)中央が窪んだﾊﾟﾀｰﾝ。散布幅が狭すぎま

す。ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整ﾚﾊﾞｰを”A”の方

向に移動します。 

(④)平坦なﾊﾟﾀｰﾝ。ﾊﾞﾗﾂｷが 15%未満になっ

ていれば設定は正しいということになりま

す。 

(⑤)中央が飛び出たﾊﾟﾀｰﾝ。散布幅が広すぎ

ます。ﾃﾞｨｽﾁｬｰｼﾞﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整ﾚﾊﾞｰを”T”の

方向に移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

アルファベット A方向 

レバー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本州営業部：福
TEL 02

札幌営業所：北
TEL 01

帯広営業所：北
TEL 01
 
 
 
 
 
 

島県西白河郡泉崎村第一工業団地内 
48‐53‐4121 / FAX 53‐4123 

 
海道千歳市上長都 1121‐2 
23‐26‐2241 / FAX 26‐2230 

 
海道川西郡芽室町東芽室北 1線 18-19 
55‐62‐6401 / FAX 62‐6403 

 
 
 
 
 




